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g∫βeJ㍍αあfc封Cヱ∫βand Ecゐ～07とどαCαがαmake a dense marine forest along the Pa－  

eific eoast of eentralJapan，and are animportant sublittoralalgaeim t】le fields  

of eco靂ogy and fisムery．Itjs necessaryねObはin8fun（iame持たa】knoⅣ】edge8fとheぷe  

marine forest communities from an ecolog主calpoint of viewin ordertodevelopthe  

appropriate technoIc唱ies for their afforestation and management．   

This paper dea】s with the seasonalchangesin composition of stipelength and  

age distI－ibutio】10f the population of£言古用ねand∬c鬼才抑よα meaSul，ed comtinuously  

fromJune，1982to December，1984by the（luadrate methodin thecoastaiareaムf  

Shima peninsula，Mie】コrefecture．   

Th】・ee10fouユ、age g‡・oup5in tわeガよぎe〃∫αpOpu】ation and three to five jn the  

gcふ～0柁ねIVere divided aeeol・ding to抽e frequency distribution of stipelength by  

the method of Akamine（1982）fo王・analysis on8nOrmaldistr主bution curve．E之ICh  

of thc age qroups so divided was purぉued continuously dur・ing the period of me－  

asurelⅥellt．   

In the Eisenia population，it was observed thatJarge fronds more than three  

years old have a tendency to occupy the gl，eater pOl・tions of frequellCydistribution  

Of stipelengt丸preventing young fronds of one or tlVO yearS Oldin germ主nation  

and growth．As for the gcゐJo才一f〟pOpuIation，a Stable fo王・estl柑S COmpOSed of  

frond50f a11age即・oups w；沌in tbelife span of this5peCies with no partieularly  

large portion of frequeney distribution of5tipelength，eXCept for t】le pOpu王ation  

disturbed by the hard wave action of a typhoon ol・Other faetors．   



客l銅【】四郎・前川宿摩  

The TleWly germinated groups with many young fl・OndsIVere dividedinto two  

gI・OupSIV】lich had a different averそIge Stipelenがh．TheI、eaSOn for this difference  

is as follows：tIle即OlV抽l・ate of＄tipelengt‡11柑S effected by the gerIⅥination  

ti汀Ielag and the differentlig】lt COnditionsin沌e place where the tlVO grOupS Of  

fronds weI・e gel・minated．   

From these observation＄，itis thought that the ma50Ⅰ－ factorinflucrlCing the  

s（＝lSOn吊 cL川Tlt：CSiIl叩C（Jislril）utfon o［tLIC］ごLlnIT，［LEL こ川【11：（・ki（uLi｛1l）（）t）u70日一nSis tllC  

light condition as rLelated to the verticalpopulation density．   

Key words：㌫路祓＝両脚損㌧ 鮫紬紬毎Ⅲ削いtipelenがh，age   
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近年，水族資源増殖の立場から，藻場・海中林の造成および管理を目的とした技術開発の試験  

研究が機穣的に進められている。しかしながら，その基礎となる天然群落の形成機柵や成立賓閣  

など，個体群レベルでの植物群藩学的研究はまだ極めて未発達な段階にある。   

筆者らは，これまでに三盈県沿辟のアラメ（サガラメ型）友吉βだれ£αあ£cyc～≠ざ（鼠αγゐ0γeα  

type）・カジメEc鬼～0れgαCα即α群落を対象とし，い〈つかの地域について重蔵的な分布構造や  

生育状態などを比政し，それら群落の実態を明らかにしてきた（審闇・緒言川Iユ982，1983）。また，  

両種の礁体における相対生展開係とその季節変化から，群落を解析するための基御】ラ繋などにつ  

いて検討を行ってきた（前川・審闇1984a，1984b）。   

アラメおよぴカジメが多年生であることから，さらにそれら群落の形成や更新の実態を把握す  

る必要があるが，それにほ，まず群諮の年齢終造とその季節的，経年的推移を明らかにしなけれ  

ばならない。群落の年齢構造を研究したこれまでの例として，アラメについては小鳥（1979）が  

基径組成を，そして谷lコ・加藤（19朗）が校長組成を用いて解析を行っている。カジメについて  

ほ林lヨ（1977）が年輪数と茎の大きさの組成との関係について報告している。また，岩橋（1971）  

は成体と助体の株数の経年変化から主体群交代の過程を検討している。筆者らほ前轍（前川・客  

l玉1984a，1984b）でアラメ・カジメともに茎蔑をと りあげ，この形繋が群落栖遁を解析する基  

準形質として適用できることを報告した。   

本研究は測定された芸濃組成およぴそれに対応する年齢群を解析し，それらを同山模本群落に  

ついて季節的，経年的に追跡することにより，群落更新の様相をより明確に把握しようとしたも  

のである。ここでほ，これまで得られた結果から，それらの季節変化について若干の知見を報告  

する。  

研 究 方 法   

三蕊県志摩半島の御座および蘭島沿岸の岩礁域を研究対象域とした（Fig．1）。この水城は水深釣  

6m（低潮組下，以下同じ）以伐ではアラメが，約6mから25m付近まではカジメがよく繁茂し，  
濃密な海中林を形成している。   

調査地点は，アラメについては敢も発達した群落がみられる岩井崎地先，水採納3mの岩盤上  

に2カ所（St．1，2），カジメについても同様に浜島地先の水深約8mの岩盤上に2カ所（St．3，4），  

計4ヵ所選定した。冬嗣恋地点の群落内には，1982年5月に，ロープ枠を用いて6区にノ＝差分さ  

れた1×3mの永久コドラ叫トを設置した（Fig－2）。このコドラ…卜の大きさについては，比較  

的平坦な碧磯がそれ以上群落内に見出すことが国難であったこと，群落構造を把握する上で殴小   
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Fig．1．Mal）S S】10＼Ving thelocation of surveyed quadI・ateS from  

St．1to SL 4．  

限の個体数が得られると考えたこと，および潜水調査能力に適合した規模であったことなどの理  

由によるものである。コドラート内の藻体にほ個体様漁法を用い，根の部分に番号札をイ寸け，着  

生位置を記録するなどして，肉眼祝されたすべての個体に番号を付し，各個体の茎佼，消滅およ  

び新生個体などを雛続して測定し，記録した。これらの測産はSCUBA潜水によって藻体が着  

生している状態のまま行った。本報告ほ1982年6月から1984年12月まで2～3カ月間隔に計12桓王   
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実施した結果に基づいたものである。   

コドラート毎の基底組成の磯度分廉に対応する各年齢群は赤嶺（1982）のBASICプログラ  

ムを応用し，ここでほ茎薫を対数目盛l）とした複合対数正規分布曲線として分離した。また，そ  

のためのいくつかの正規分布の初期機を代入するに際してほ，前報（前川・番田1984a，1984b）  

の年齢別に示した相対生長関係および個体標識法の結果から求められた各年齢の基底範囲を用い  

た。  

結  果   

倣初に，芸濃の季節的な伸展状況をみるために，主な調査地点について結果をまとめてみた。  

すなわち，St．1のアラメ群落およぴSt．4のカジメ群落について，コドラート内に出現した茎長  

1cm以上のすべての個体の測定資料から茎長の季節変化をFig．3とFig．4に図示した。その結果，  

アラメ・カジメともに茎の伸長率は12～3月の冬期に敢も高く，次いで3～6月およぴ10～12月  

にやや商い伸展挙がみられた。それ以外の時期でほ茎の仰濃はほとんど認められなかった。また，  

その仲艮率は両種ともに小型の個体ほど拓く，茎長50～60cm以上の大型個体ほ棲めて低いことが  

認められた。   

次に，St．ト4のコドラート毎の茎凝組成および年齢群の季節変化をFig．5～8に示した。まず，  

アラメ群落についてみると，St．1（Fig．5）では，1982年6月に2齢群と3紛以上の群に分撤す  

ることができた。このような状態で12月まで推移するが，翌ユ983年3月には129個体の新生群が  

出現した。この時期の新生群の芸濃はほとんどが1cm以下（体長約5cm以下）であー），正碓な芸  

濃測定は困難であったので新生個体はまとめて個体数のみとし，区lの左端に示した。以下，他の  

調査地点でも同様に教わした。この新生群は6月には約50個体に減少し，2鮮に分線された。こ  

の2群のうち茎長の長い群は前轍（前川・薯目黒984a）の結果にみられたように，6月における  

相対生長の2紛群の叢戊範囲からみて，すでに2齢群に移行しているものと考えられる。また，  

アラメの生長輪の形成期が3月から6月にかけてであることからみても，同時に3月時点での2   
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齢群，3齢以上の群は6月にほそれぞれ3齢群，4齢以上の群に移行しているものと思われる。  

8月から10月にかけて，1，2紛群は急速に個体数が減少し，12月には8個体となった。翌1984  

年3月には新生群は6個体しか出現せず，それも6月にはすべて消滅した。山方，大型群はⅠ982  

年6月にみられた3齢以上の41個体は1983年12月には4齢以上の22個体に減少し，さらに1984年  

6月では5齢以」このユ8個体に減少した。1984年12月については，4齢群と5齢以上の群を分離で  

きなかったので4齢以上の群として示したが，その主体は5齢以上の群である。   
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F癌．5．Seasonalehangesin frequency di5tribution of stipelength and  

age distl・ibⅥtion of E．ムgぐ訂C～fざin St．1fromJune，1982 to  

December，1984．Ⅰ，Ⅰ王、肛 Ⅳ，V show age，reSPeCtively．   

St．2（Fig．6）のコドラートでは，1982年6月の測定開始時から3齢以上の大型群が60個体と  

多く，2齢以下の個体は同年12月までほとんどみられなかった。1983年3月には69個体の新生群  

が出現したが，6月には32個体に減少し，6月にはやはl）1齢群と2齢群の2つの群に分離され  

た。しかし，12月には1齢群は消滅し，2齢群のみとなった。翌1984年3月には新生群は6個体  

しか出現せず，これらの個体も12月には2個体のみが残存した。山方，1984年12月の5齢以上の  

大型群は34個体であi），1982年6月に比べ約半数に減少した。   

次に，カジメ群落についてみると，St．3（Fig．7）では，1982年6月に3齢以上の群と1齢群  

とに分鰍されたが，2齢鮮ほ認められなかった。この調査地点では同年9月の台風時にコドラー  

トのロープ枠の一部がほずれたため，大乳 中型個体の大半が倒されて流失し，10月の茎長組成   
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にみられるように，若干の中型，小型個体が残存する状態となった。しかし，12月には88個体の  

新生群が出現し，翌1983年3月にはそれがさらに増加し，128個体となった。カジメの生皮騎の  

形成期は11月噴から3月までの間とみられ また，茎反範囲からみてもその間に各年齢群ほ1齢  

ずつくりあがった箸である。したがって，12月にみられた11個体の1齢群は翌1983年3月には2   
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紛群となる。そして，6月にはカジメの新生群もアラメと同様に2群に分離された。この場合の  

新生群の生長は速く，12月には芸濃が30珊に逢する個体もみられた。翌1984年3月には各年齢脛  

は1齢ずつくりあがl），また12個体の新生群も出現した。しかし，この時期から個体数が減少し  

はじめ，特に茎戌の短い2齢肝や新生群の減少が豪∃立った。この新生群は個体数が少なく，2群  

に分離することはなかった。   

St．4（Fig．8）のコドラートでほ，銅盤期間を通じて各年齢群が順次更新する様相がよく現わ  

れている。 まず，ユ982年6月では1紛群の基底の短い群，厳い群，2齢群およぴ3齢以上の群の  

4肝に分離することができた。3輪以上の大型個体は徐々に減少するが，12月までみられた。翌  

1983年3月には42個体の新生群が出現し，また，各年齢群は1齢ずつくりあがる。ここで3齢以  

上の個体のうち若干の個体は4齢に移行するが，4齢脛の分触はできなかった。同年6月に新生  
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窪川和国郎・抑【1行率  128   

群はやはり2群に分離され これは12月までみられた。澄ま984年3月には各年齢群が1紛ずつく  

りあがぎ），新盤群も14個体出現したが，個体数が少なく，2群に分離しなかった。また，同年12  

月には，3紛の芸濃の轍い群ほ長い群に吸収されたので3齢以上の群にまとめられた。  

総括および考察   

群落の組成から年齢群を分離するなど，解析の基準となる測定形質として，これまでアラメに  

ついては茎部断簡の年蘭数（新崎1953），茎径（小梅1979）および校長（谷口・加藤1984）が，  

またカジメについては基部断面の年輪数と茎の大きさ（林田1977）などが報告されている。筆者  

らは前轍（前川・客間1984a，1984b）で報告したように成体の相対生成関係とその季節変化お  

よび水中測定上，実地に即した形撃としてアラメ・カジメともに芸濃を採用した。   

コドラート怒の群落の芸濃組成に対応する各年齢群ほ，赤躇（1982）の8ASICプログラム  

を応用した複合対数正規分布曲線として分馳するのが適切と考えられる。そ・れぞれの正規分布の  

初期値には前述の相対幾夜関係および個体櫻執法における年齢別の茎佼範闘が用いられた。また，  

嗣姦地点における姦養組成の季節変化を追跡する方法として，本研究のように永久コドラート法  

と個体梯織法を併用し，藻体が粟生状態のまま，継続的な水中測窪を実施することにより，茎慮  

範囲が盈なi）合っても，各年齢群の更新の様相を明確に解析することができる。   

本研究の結果から，アラメでは年齢群が3～4偶の群に区分され，両調査地点とも1982年から  

ユ984年にかけて大型群は3齢以上から5齢以上に更新した。6齢以上の年齢僻は分離できなかっ  

たが，5齢以上の群の…部として6齢個体も想定される 。しかし，この群落におけるアラメの奔  

命については，さらに，個体櫻執蔵によるこの都遮を継磯し十年齢群の経年変化をみた上で明碓  

にする予愛である。新生群ほ肉眼的には3月に出現したが，茎の伸長率は冬期を中心に，また若  

齢の′ト型個体ほど商い。そ・して若齢小数群の密度や消旗は大型群の密度によって支配される光環  

境に強く左右されていると思われる。St．2におけるユ982年の組成ほその顕著な例であろう。   

次に，カジメについてみると，年齢群ほ4～ 5偶の群に区分さズ1た。St．3の台風時における藻  

体流失の影響を除けば，両地点とも1982年から1984年までいずれの時淵沌大型群は3齢以上の群  

まで分練され，4齢以上の年齢群は分離できなかった。3齢以上の群の一部に4齢個体が想定さ  

れるが，この場合もカジメの奔命については，さらに年齢群の経年変化をみた上で明らかにした  

い。新生群はユ2月から3月にかけて出現したが，茎の伸長率ほやはり冬期を中心に，また若齢の  

′ト型個体ほど商い。季節の推移とともに，カジメの若齢小型群は順次に更新されるが，それに対  

して大型群の方が大きく摘渡する傾向がみらゴ1，アラメの場合とほ年齢群更新の様相を異にして  

いる。St．3のように，更新の過握で大型群が消滅すると，若齢群はその光環境が好転し，その後  

の仰授率や生存率が著しく商〈なる。   

アラメ・カジメともに，新生群ほその個体数が多いと，やがて2群に分離するが，これは両種  

とも成体の成熟期間が2～3ヵ月間あり，発生グ）遅速や発生位置の光環境の相速などによりその  

生濃に差興が生ずる結果と考えられる。   

なお，血般にアラメ群落ではカジメ群落よりも年齢組成の片寄りが強〈現われる（窓口ヨ1970，  

番田・前川1983）。これほ主として両様の形態の相遥から，楽想による遮光の度合がアラメ群落の  

方がかなり大き〈，群落内の棟内幾争がより赦しいためと思われる。今後は，さらに群落の生成  

構造や光環境などの衝から解析し，更新の機械を究明する必要がある。   
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要  約   

三並県志摩半島沿岸のアラメ▼カジメ群落について，永久コドラ…ト法と個体機敢法を併用し，  

1982年から1984年にかけて継続的に基底組成の水中測盤を行い，年齢群とその学齢変化を解析，  

検討した結風，次のような知見が得られた。  

1）アラメ・カジメの茎の伸長率は，ともに12～3月の冬期に殴も高く，次いでその前後の時期  

に商かった。また，小型個体ほど高く，茎戊50～60cnl以上の大型個体では枚めて低かった。  

2）コドラート毎の芸濃組成から，複合対数正規分布Ⅶ1線により各年齢聯が分離された。そ・の季  

節変化からアラメでは3～4偶の年齢群に区分され，5齢以上の群まで，カジメでほ4～5  

個の年齢群に区分され，3齢以上の肝まで認められた。両種の寿命については，さらに経年  

変化をみた上で明らかにしたい。  

3）アラメの新生群は3月に出現したが，若齢小数群の消戊は大型群の密度によって強く左右さ  

れる。カジメの新生群は12月から3月にかけて出現し，若齢肝とともに順次に更新されるが，  

むしろ大型群の消長が比校的大きい。このように両税の更新の様相に相違がみられた。また，  

更新の過程で大型群が消滅すると，若齢群の仰戊率や生存率が著しく商くなる。  

4）アラメ・カジメともに，新生群ほその個体数が多いと，やがて2群に分離する。これはそれ  

ぞれ成体の成熟期間が長く，発生の遅速や光環境の相違などによ暮），その免償に差異が生じ  

た結果と考えられる。  

5）一般的にアラメ群落ではカジメ群落よりも年齢組成の片寄りが強い。これは主として，両種  

の形態の相違からアラメ群落の方が薬冠による遮光の度合がかなり大きく，群落内の棟内党  

争が威しいためと思われる。  
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